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１．持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）を通じたグロー

バル人材の育成 【新規】       ９５２百万円 
 

２００２年に日本政府が提案し、国連総会において２００５年か

らの１０年を「国連持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）の１０

年」とすることが決議されて以降、国内のユネスコスクールを中心

としてＥＳＤを推進しているところである。今後我が国の学校等に

おいてＥＳＤを更に普及促進し、「体系的な思考力」、「コミュニケー

ション能力」、「国際的視点からものごとを考える力」等グローバル

人材に必要な素養を初等中等教育段階から育む。 

 

 

（１）持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）に関するユネ

スコ世界会議の開催 【新規】   （９１３百万円） 
 

ＥＳＤの１０年を総括し、２０１４年以降も国内外において更

にＥＳＤを推進していくことを目的に、愛知県名古屋市において

「閣僚級会合及び全体の取りまとめ会合」、岡山県岡山市において

「ユネスコスクール世界大会等ステークホルダーの主たる会合」

を開催し、本会議を通じて児童生徒、教員等のＥＳＤに関する意

識・関心を一層高め、国内におけるＥＳＤの普及促進を図る。 

 

 

（２）ＥＳＤ推進のためのコンソーシアムの形成 【新規】 

（３９百万円） 
 

教育委員会及び大学が中心になり、ユネスコ協会及び企業等の

協力を得つつ、ＥＳＤの推進拠点であるユネスコスクールととも

にコンソーシアムを形成し、国内におけるＥＳＤの実践・普及及

び国内外における学校間の交流等を促進する。 
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「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
(
E
S
D
)
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ

世
界
会
議
」
開
催
経
費
。
「
国
連
E
S
D
の
1
0
年
(
2
0
0
5
(
平
成
1
7
)
年

か
ら
2
0
1
4
(
平
成
2
6
)
年
)
」
の
活
動
を
総
括
し
、
2
0
1
4
年
以
降
も

国
内
外
に
お
い
て
E
S
D
を
更
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
（
E
S
D
）
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
の
開
催

平
成
2
6
年
度
予
算
案

9
1
3
百
万
円
（
新
規
）

事
業
概
要
・
目
的

区
分

場
所

日
時

説
明

閣
僚
級
会
合
及
び
全
体
の
と
り
ま

と
め
会
合
等

愛
知
県

名
古
屋
市

2
0
1
4
(
平
成
2
6
)
年

1
1
月
1
0
～
1
3
日

1
,
0
0
0
名
の
参
加
者
を
伴
う
日
本
政
府
及
び
ユ
ネ
ス
コ
主
催
の
世
界
会
議

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
主
た
る
会

合
岡
山
県

岡
山
市

2
0
1
4
(
平
成
2
6
)
年

1
1
月
4
～
8
日

閣
僚
級
会
合
及
び
全
体
の
と
り
ま
と
め
会
合
等
に
意
見
を
反
映
さ
せ
る
３
つ
の
会
議

①
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
世
界
大
会
（
1
1
月
6
～
8
日
）

②
ユ
ー
ス
・
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
1
1
月
7
日
）

③
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
に
関
す
る
拠
点
の
会
議
（
1
1
月
4
～
7
日
）

会
議
日
程
等

会
議
構
成

○
「
国
連
E
S
D
の
1
0
年
」
の
提
案
国
と
し
て
本
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
国

外
に
お
け
る
E
S
D
の
推
進
と
、
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
国
に
対
す
る
プ
レ
ゼ

ン
ス
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

○
E
S
D
は
、
教
育
振
興
基
本
計
画
等
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
重
要
な
概
念
で

あ
り
、
本
会
議
の
開
催
を
通
じ
て
国
内
で
の
E
S
D
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る
。

期
待
さ
れ
る
効
果

　2



E
S
D
推
進
の
た
め
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
形
成

E
S
D
推
進
の
た
め
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
形
成

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
【
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
拠
点
】

Ａ
国

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

教
育
委
員
会
及
び
大
学
が
中
心
と
な
り
、
ユ
ネ
ス
コ
協
会
及
び
企
業
等
の
協
力
を
得
つ
つ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
推
進
拠
点
で
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
と
と
も
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
実
践
・
普
及
及
び
国
内
外
に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
間
の
交
流
等
を
促
進
す
る
。
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
置
か
れ
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
教
育
委
員
会
、
大
学
、
ユ
ネ
ス
コ
協
会
及
び
企
業
等
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ

ン
バ
ー
の
活
動
・
連
携
の
促
進
、
学
校
、
社
会
教
育
施
設
等
の
域
内
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
連
携
強
化
及
び
国
内
外
に
お
け
る
交
流
の
円

滑
化
を
図
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
む
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
の
幅
を
広
げ
、
学
校
に
限
ら

な
い
広
範
な
普
及
を
図
り
、
国
際
的
視
野
を
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
裾
野
を
広
げ
る
。
（
採
択
予
定
件
数
：
４
～
７
件
程
度
）

平
成
2
6
年
度
予
算
案

3
9
百
万
円
（
新
規
）

交
流

交
流

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ
ー
間
の
連
携
強
化

Ｅ Ｓ Ｄ コ ー デ ィ ネ ー タ ー
ユ
ネ
ス
コ

協
会

企
業

大
学

教
育

委
員
会

N
G
O

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
裾
野
拡
大

国
内
外
に
お
け
る
交
流
の
円
滑
化
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
の
一
層
の
推
進

活
動
・
連
携

の
促
進

社 会 教 育 施 設

青 少 年 教 育 施 設

交
流
の
促
進

ユ ネ ス コ ス ク ー ル

以 外 の 学 校

Ｂ
国

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

国
内
他
地
域

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

Ｅ Ｓ Ｄ の 普 及 ・ 促 進 ・ 連 携

Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
通
じ
て
育
ま
れ
る
力

・
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
価
値
観

・
体
系
的
な
思
考
力

・
代
替
案
の
思
考
力

・
デ
ー
タ
や
情
報
の
分
析
能
力

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
向
上

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
機
能

・
国
内
外
の
学
校
と
の
交
流
促

進
・
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
の
支
援

・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ
ー
間

の
連
携
強
化

・
社
会
教
育
施
設
等
と
の
連
携

強
化

・
域
内
の
学
校
等
へ
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
普
及
・
促
進

連
携
の

促
進

Ｃ
国

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

交
流

交
流

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
の
支
援
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２．国際バカロレアの推進 【拡充】    ７２百万円 
                                （対前年度増減 ＋１２百万円） 

 
国際バカロレア（ＩＢ）は、課題発見・解決能力、コミュニケー

ション能力など、グローバル化に対応できるスキルを身に付けた人

材を育成するための国際的な教育プログラムである。このうち、１

６歳から１９歳を対象とするディプロマプログラム（ＤＰ）は、所

定のカリキュラムを履修し、最終試験に合格することで、国際的に

認められた大学入学資格（ＩＢ資格）を取得できるプログラムであ

り、世界の主要な大学において、入学審査等に広く活用されている。 

 

近年、我が国においても、グローバル人材育成の観点から国際バ

カロレアに注目が集まっており、平成２５年度からは、国内の国際

バカロレア認定校の増加に向け、ＤＰの科目の一部を英語のみなら

ず日本語でも実施可能とする「日本語ＤＰ」の開発・導入に着手し

たところである。また、本年６月に閣議決定された「日本再興戦略

-JAPAN is BACK-」においても、「一部日本語による国際バカロレア

の教育プログラムの開発・導入等を通じ、国際バカロレア認定校等

の大幅な増加を目指す(２０１８年までに２００校)。」こととされた。 

 

このため、平成２６年度において、「日本語ＤＰ」の開発等の強化

や国内でのシンポジウムの開催など、国内における国際バカロレア

の普及・拡大のための取組を一層推進する。 
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国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
推
進

○
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
ＩＢ
）
は
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
（
ＩＢ
Ｏ
：
本
部
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
が
実
施
す
る
国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
有
用
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
。

○
こ
の
う
ち
、
１
６
歳
～
１
９
歳
を
対
象
と
し
た
デ
ィ
プ
ロ
マ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｄ
Ｐ
）
は
、
所
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
履
修
し
、
最
終
試
験
に
合
格

す
る
こ
と
で
、
国
際
的
に
通
用
す
る
大
学
入
学
資
格
（
IB
資
格
）
を
取
得
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
世
界
の
主
要
な
大
学
に
お
い
て

入
学
選
考
等
に
広
く
活
用
。

※
こ
の
他
、
３
～
１
２
歳
を
対
象
と
し
た
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
イ
ヤ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ
Ｙ
Ｐ
）
、
１
１
～
１
６
歳
を
対
象
と
し
た
ミ
ド
ル
・
イ
ヤ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｍ
Ｙ
Ｐ
）
が
あ
る
。

○
現
在
、
我
が
国
に
お
け
る
ＩＢ
の
普
及
・
拡
大
に
向
け
て
、
以
下
の
取
組
が
実
施
。

・
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
日
本
語
デ
ュ
ア
ル
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
デ
ィ
プ
ロ
マ
（
「
日
本
語
Ｄ
Ｐ
」
）
の
開
発
・
導
入

平
成
２
５
年
度
か
ら
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
と
の
協
力
の
下
、
Ｄ
Ｐ
の
科
目
の
一
部
を
日
本
語
で
も

実
施
可
能
と
す
る
「
日
本
語
Ｄ
Ｐ
」
の
開
発
・
導
入
に
着
手
。

・
「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
・
デ
ュ
ア
ル
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
連
絡
協
議
会
」

東
京
学
芸
大
学
を
中
心
と
し
た
、
ＩＢ
に
関
心
を
有
す
る
高
校
等
の
連
携
・
情
報
共
有
の
場
。

・
「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
日
本
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
委
員
会
」
の
設
置

高
校
・
大
学
・
経
済
界
等
の
有
識
者
が
、
我
が
国
に
お
け
る
ＩＢ
の
普
及
に
つ
い
て
議
論
。
ＩＢ
Ｏ
が
設
置
。

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
ＩＢ
）
に
つ
い
て

現
状
等

○
平
成
２
６
年
度
に
お
い
て
は
、
我
が
国
に
お
け
る
ＩＢ
の
実
施
に
必
要
な
環
境
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
更
な
る
普
及
・

拡
大
の
加
速
の
た
め
、
以
下
の
取
組
を
実
施
。

今
後
の
取
組

「
日

本
再

興
戦

略
‐

J
A

P
A

N
 i

s
 B

A
C

K
-」

（
平

成
２
５
年

６
月

１４
日

閣
議

決
定

）
・

一
部

日
本

語
に

よ
る

国
際

バ
カ

ロ
レ

ア
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

・
導

入
等

を
通

じ
、

国
際

バ
カ

ロ
レ

ア
認

定
校

等
の

大
幅

な
増

加
を

目
指

す
（

２
０

１８
年

ま
で

に
２
０

０
校

）

【
平
成
２
６
年
度
予
算
案
額

７
２
百
万
円
】

（
平
成
２
５
年
度
予
算
額

６
０
百
万
円
）

日
本
語
Ｄ
Ｐ
に
よ
る
ＩＢ
校
認
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
最
短
ケ
ー
ス
）

・
平
成
２
５
年
１
０
月

ＩＢ
Ｏ
に
対
し
、
最
初
の
日
本
語
Ｄ
Ｐ
に
よ
る
候
補
校
申
請

・
平
成
２
７
年
２
月
頃

ＩＢ
Ｏ
か
ら
、
最
初
の
日
本
語
Ｄ
Ｐ
に
よ
る
ＩＢ
校
認
定

・
平
成
２
８
年
４
月

最
初
の
認
定
校
で
、
２
年
生
よ
り
日
本
語
Ｄ
Ｐ
課
程
開
始

・
平
成
２
９
年
１
１
月

同
校
で
、
３
年
生
が
ＩＢ
試
験
受
験

・
平
成
３
０
年
３
月

同
校
か
ら
、
３
年
生
が
卒
業

※
（
）
内
は
日
本
国
内
の
学
校
数
。

H2
5年

12
月
現
在
、
日
本
の

DP
認
定
校
数
は

19
校
（
う
ち
一
条
校
は

6校
）
。

【
国
内
に
お
け
る
ＩＢ
の
普
及
】

・
ＩＢ
の
日
本
国
内
で
の
普
及
・
拡
大
に

向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

【
日
本
語
Ｄ
Ｐ
の
一
層
の
推
進
】

・
日
本
語
Ｄ
Ｐ
の
開
発
強
化

（
日
本
語
Ｄ
Ｐ
科
目
の
充
実
）

・
ＩＢ
教
員
養
成
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施

世
界
に
お
け
る
ＩＢ
認
定
校
数
の
推
移
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